
 

   2504DW901H - 1 - 

Technical Data Sheet    

〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町 15-15 ☎03-3662-8991 

 

 

 

水性製靴用接着剤 

ダイアボンド ＤＷ９０１Ｈ 

 

 

 ダイアボンドＤＷ９０１Ｈは環境規制、消防法規制等に対応するために開発された製靴用水性ウレタン系

接着剤です。 

 

§ 特長 

1. 有機溶剤予防規則の規制を受けません。 

2. 消防法危険物の規制を受けません。 

3. 熱活性接着が出来ます。 

4. 接着直後の接着力が特に強力です。 

5. 耐熱性、耐水性に特に優れています。 

6. 専用硬化剤ＨＡ９３の添加によりさらに強力な接着が出来ます。 

7. 硬化剤を混合し塗布した場合、12 時間後まで熱活性接着が出来ます。 

 

§ 用途 

   各種合成ゴム、ウレタン，EVA などの発泡体，天然皮革，人工皮革などに対してバフやプライマ

ーなどの表面処理をすることにより接着出来ます。 

  ☆ 被着材の組み合わせによっては、接着しにくいものがありますので、試験した上でご使用下さい。 

 

§ 一般性状 

主 成 分  ポリウレタン 

外 観  乳白色 

不 揮 発 分 (%)  50.0 ± 1.5 

粘 度 (mPa･s) at20℃ 10,000 ～ 15,000 

p H  6 ～ 8 

保 証 期 間 (月) at25℃ 12 

荷 姿 (kg)  20 

硬化剤ＨＡ９３の添加量  100 g のＤＷ９０１Ｈに対して 10～3 g 

硬化剤添加後の使用可能時間 (時間) 12  
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§ 使用方法 

1. 前 処 理 被着材表面の水分やゴミ，油などを除去し、汚れのないよう清浄にします。 

甲革の銀面はバフ処理、底材にはプライマー処理して下さい。 

  ウレタン底用：ダイアボンドＤＡ１０１９Ｐ 

  合成底用    ：ダイアボンドＨＰ１１２ 

プライマーを塗布したら常温で 20 分乾燥して下さい。 

2. 塗布方法 刷毛、ブラシ，ロールコーター，スプレーガン等を使用して必要量を均一に塗布

して下さい。 

3. 乾  燥 接着剤塗布直後に加熱する場合には、遠赤外線加熱装置により 50 ～60 ℃で 4

～ 7 分加熱して下さい。 

4. 加 圧 プレス等を使用して十分に圧着して下さい。 

 

§ 接着性能 

       はく離接着強さ (合成底／牛革)        (N/25mm) 

           硬化剤 0 部 硬化剤 3 部 

初 期 10 秒後 45 R 50 R 

常 態 2 日後 95 R” 100 R” 

耐 熱 80℃ 55 A” 98 R” 

耐 水 7 日浸漬 35 L” 65 L” 

耐水後 常温 3 日 83 R” 90 R”L” 

     R：SBR 面はく離  R”：SBR 全面破壊 A”：接着剤の凝集破壊 L”：革の一部表層破壊  

    試験方法：JIS K 6854 に準ずる 

     接着方法：a. 硬化剤はダイアボンドＨＡ９３を使用 

               b. 合成底面にプライマー (ダイアボンドＨＰ１１２) を塗布し、常温で 20 分乾燥 

               c．銀面をバフ処理した甲革とプライマー処理した底材にＤＷ９０１Ｈを塗布し、常温で 1

時間乾燥後遠赤外線加熱装置により表面温度 50～60 ℃で 1 分加熱してから貼り合わせ

ハンドローラーで圧着 

      引張り方向：180 度 

   引張り速度：50mm／分 

            

§ 注意事項 

 使用器具の洗浄には水をご使用下さい。 

 乾燥した塗膜は水に不溶となりますので、早めに洗浄して下さい。 

 液の凍結防止と安定性保護のため、5 ℃以上，35 ℃以下の温度で保管して下さい。 

 液の取り出し後、すぐに容器を密栓して下さい。 

 接着剤を大量に廃棄する場合には、認可を受けた廃液処理業者に委託して下さい。 

 水性の為被着材及び施工法によっては錆発生の可能性がありますので十分なる確認試験をお願いし

ます。 
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☆ 上記の接着性能データは、当社実験室で得られた値ですので、接着剤選定の目安としてご使用下さい。環

境条件や作業条件などにより、得られる値も変化しますので、より正確な接着性能を求めたい場合は、そ

れぞれの用途に合わせて確認試験されることをお勧めします。 

 

 

ＤＷ９０１Ｈの接着方法 

 

 底材  甲材 

          

 ウレタン底  ゴム底  天然皮革  人工皮革 

           

前処理 
ＤＡ１０１９Ｐ塗布

10 分以上乾燥 
 

ＨＰ１１２塗布 

20 分以上乾燥 
 バフ処理  

バフ処理または 

ＤＡ１０１９Ｐ塗布 

10 以上乾燥 

            

接着剤塗布 
ＤＷ９０１Ｈ塗布 

凸凹や濃淡がでないように塗布 

      

室温乾燥 30 分 ～ 48 時間  0 分 

(接着可能時間)      

加熱 

両面加熱 

加熱温度：50℃～60℃ 

加熱時間：1 分～2 分 

 

両面直接加熱 

加熱温度：50℃～60℃ 

加熱時間：4 分～7 分 

      

 接着 

 

 

 

  


